
冬期（1－2月）における機船

船びき綱の漁獲物について

渡辺　徹　　市村勇二　／」＼招洋司

1　自　　白勺

茨城県におけるシラス漁業生産量は年間708トン～4．000トン（但し，昭和58年は冷水書のため

500トン）で．愛知，静岡，三重県に次いで重貸売地位を占める。

当該漁業は1－5トン階層による一そう曳きによる曳綱漁法であれ県漁業調整規則によって5月から

12月ま　で操業を許可されている。これに従事する漁船は最盛期で500～500集と推定される。

昭和59年の統計によれば本県における沿岸漁業経営体1175．漁業生産量14千トンという数値か

ら推定してもこの漁業か本県において最も重要を地位におかれていることがわかる。

本調査はこの漁業の操菜禁止期間（1～2月）の撤廃の可否を検討するため実施されたものであれ調

査は55隻の民間漁船を用いて行をわれた。

報告に先立ち，本調査に協力いただいた茨城県小型船協議会会長飛田惣一氏および日立地区，大洗地区

波崎地区の改良普及員の諸氏に対し謝意を表します。

2　調査の結果

2－1採集日と場所

ヽ

生物調査は42年1月10日から2月20日にかけ

述べ14日，108回おこなった。

標本の採集漁場は表－1および図－1に示す。

標本の大部分は氏久慈．周辺の田楽鼻沖から東海村

の原子力研究所沖まで水深5～10mのところと，②

大洗周辺の那珂川河口付近から鉾田町の大竹沖までの

水深10m以浅の砂浜域と，③鱒崎町東海岸の舎利浜

口ラーン局下水深12～15m以茂の砂浜域の5地区

周辺のシラス主漁場で採集された。県北の大津沖漁場

では1垣】しか採集され丑かった。

2－2　魚種組成

この試験操業期間中に採集された標本は，カタクチ

イワシの後期稚魚（以下シラスと呼ぶ）とシラクオお

上びアユの後期稚魚（以下稚アユと呼ぶ）が主で，イ

カナゴ（地方名コウナゴ）は散発的，局地的で全体か
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第1回　試験操業を行った海域



第1表　試験操業i抑昌沖にかける漁場別の魚種構成
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渡辺徹・市村勇二りJ、沼洋司：冬期（1－2月）における機船船ひき胸の漁獲物について

らみると少なかった。そのほか，ギンポの一種お

上びハモ類のLeptoeephaIus期幼生をども

わずかに採集された。

そこで，当該期間中シラス曳漁業にとって問題

とすべき魚種はシラス，シテウオ■，稚アユ，イカ

ナゴの4種と判断されるから．これらについて以

下に述べる。

シラス．シラクオ，稚アユの混獲割合を地区漁

場ごとに表－1にまとめた。イカナゴは構成比が

低いので除いた。

1月10日は，大洗町地区で12回の調査が行

なわれ，漁場は大洗地先から大二貫，東海沖の水深

5－9mのところであった。久慈地区では，久慈

アユ稚魚昭和42毎2月15日

亀栄九・覚海下

川河口の南側の水深5mのところを1回調査し，

大津地区では双ツ島北側の浅いところ（水深5m）を1回調査した。どこでもシラスの比重が大きいが，

シラウオヤ椎アユも多少漁獲された。

1月18，19，－20日と連続して，大洗地区では那珂川河口から鉾田町大竹の近くの水深4～5m

から10m位のところを等深線沿いに延24回調査し，結果はほゞ同じで，：／ラスが98窃前後を占め

シラクオ，稚アユがごく僅かであっ亮。同じころ久慈地区の東海村仲や波崎地区に近い択抜鞋近く．J）ぺ

深4－5mのところも各1匝ほ局査したが，シラス主体という組成であった。

1．月24，25，2占日払久慈地区を中心に調査が行なおかた。圭瑞分が久緒川河口韓廿■∴ニ＿．東海

村村松下の水深2m～8mぐらhまでの等探静沿hの砂浜叛で，北茨1‾甘粕盈原町儀イ天妃山南海岸）と

同市大津町の双ツ島北側の海岸の水沫5mぐらいのところでも各1回調＝査された。この頃には，シラス

の割合が得々に減って稚アユの割合が増えている。

1月27日に，県南の波崎地区（波崎灯台北側からロラーン局下の水深2～5m付近）で行たわれた

調査ではいぜんとしてシラスを主体とした構成を示していた。

2月にはいると，久慈地区，大洗地区，波崎地区ともシラスの構成比が低く売って葦アユ、シラウオ

の割合が増大した。

調査期間全体の傾向は，永探10m」妨浅のごく浅海ではあるが，県下の全沿軽部を通して1月中旬は

シラスが多かったが，下旬ごろから次第にゾラウオや穂アユの混猿割合が増え，2月中旬にはほとんど

シラスは漁獲されなくなっている。

このことは，後述のように，シラスの中に体形の大きなカエリと呼ばれる体が黒色を帯びた魚群が混

入したために，調査船が意識的にこれを避けて操業したことに起因している。また調査場所は1～2月

を通してほとんど変っていないにもかかわらず，魚種構成の変化が起ったことや，シラス自身の中に大

一・11－



茨水試：醐験報告　　昭和Al毎度

，型シラスが混入し組成変化があったことは，この時期は一都沿＃域生物相の入れ替え期に核当すること

を示唆するものであろう0

2－5　シラスの漁獲状況と体長組成

試験操業比延108回行なわれたが．表－2にシラスが全漁獲物の中で占めた割合告訴査日ごとにま

とめた。

これに上るとシラスが50鳴以上占めたのは，108回申48回（44・5感）だったが，大部分

（72．五感）は80瘍以上の混獲率であった万・一方，シラスの混獲塞が58感以下であったときは，そ

の82．2虜はシラスの混獲率が18－0感であった。つまれ　シラスはとれるときはシラスだけがとれ，

とれをhときはほとんど入らないという両極端の状態になるこ＿とが多く，中間的を状態は起りにくいと

し→えも．、

このようなはっきりとしたシラス混獲峯の分離が1～2月に認められるのは，その前後にシラスが本

県各沿岸に優勢に分布生息していることからして．魚類相の入れ替えが1－2月に起っているからであ

ろう●

このころのシラスは全長で2～4即程度でまだ体には黒ずんだ班点も現われず，純白に近いものであ

る。図－2に採集シラスの体長組成を調査日ごとにまとめた。1月10日～2月7日は4C獅未満の純白

か」＼型シラスが主体をなし．A川以上の大型シラスrカエリ）も混獲されている。すなわちカエリは，

1月20日に大洗地区漁場（水洗5～8m）で混カはじめてから，1月25日久慈地区（東海村仲の水

沫4～8m），1月27日波崎地区（波崎灯台北側の水深2～5m，ロラー／局下の水洗5m）でも混

ざカだした。そしてその混入率は，時間の経過とともに多くなって，2月7日波崎地区（舎利浜沖から

矢田部下の水深4－5m）ではその割合が約5感に逢した。

カェリは体型が大きく体色が黒味を帯び親（成体）に似て，商品価値は極度に低下する。そのため漁

船はこれを避けて操業する傾向が強い。2月以降，シラスの漁獲が激減して見掛上魚種組成が変った一

因もここにある。

以上を総合すると．1－2月のシラスはカエリの混入がはじま少，その比率が漸増するという形で，

魚群の交替が行なわれるエうである。

2－4　シラクオの混狸状況と体長組成

図－5にシラクオの体長組成を旬ととにまとめた。

1月中旬の漁獲物は，体長4・5～ム5即の成体に適したシラウオで，下旬には4・9－ス1C肌成長し，

2月上旬にはさらに5．7～エ7C刊把のひて，この群は1旬ごとに占～8Ⅶづつ大きく宏っていた。

しかし．2月中旬にはこれとは全く別の，大きさの上では1月下旬のものとほぼ同じ群が大洗地区と

波崎地区で漁獲された。この現象は．前述のシラスとは避止，生長度が約2旬程度遅れた群が出現して

入れ替わるものと推測される。

このほか，この時期のシラクオには2～4用程度の小型のものがあるようで∴詭査では1月下旬と2

月中旬にわずか漁獲されている。

－12－



渡辺徹・市村勇二・／J、沼洋司：冬期（1－2月）における機船船びき網の漁獲物について

第2表　カタクチイワシ．シラスの出現比の触
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渡辺徹・市村勇二・′」、沼洋司：冬期（1－2月）における機船船びき網の漁獲物について

シラクオが今回の調査で採集さ
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第5回　シラクオの体長組成（昭和42生1月～2月）

九たのは．108回申85［司（76

感）ですべてがシラスや稚アユと

混獲された。シラクオがこの2種

と同時に漁獲されたのは51回

（29感），シラスとの混樺は．

29回（Z7・窃）．稚アユとの混

籍は25回（21房）であった。

またシテウオ皆無は25回（25

虜）になる。だからこれらの事象

が起る確率は各々十で．相互に独

立事象に存在するとし1える。つま

りこの時期に水洗2～18m前後

の漁場で操業すると，シラクオは

4回中5回入り，その漁獲魚種が

5回とも異なって現われている。

換言すれば．シラクオは単独で漁

獲されることはなく．必ずシラス

や椎アユと混猿されるか．その混

わ方がシラスといっしょか，稚ア

ユといつし上か，さらレこはシラス

と稚アユの両方といつし上かは，

偶然性によって起るような傾向が

ある○

また表－5から，ミ／ラウオの混獲比が51鳳以上を占めたのは85回申ク8回，つiカシラウオが

入った網の5回に1回程度は．全漁薙物の半分以上をシラウオが占めてレ、たといえる。もっともシラ

クオが9割近くを占める割合では約5回に1回か，7回に1回にすぎたく，2月2日．17E］の波崎

地区（ロラーン局下～奥の谷沖の水深2～dm）と，2月15日の大洗地区〔方陣丁川河口から夏海に

かけての浅海）がその例である。

－「鮫にシラウオの漁獲割合が多くなると，シラス曳の1曳網当力漁接貴は／」＼さくなる。シテウオの

資源水準がシラスよカも極度　低レ1からである。事実，2日に入ってシラス曳の単位努力当力漁獲量

は．10KP／隻／日程慶に低下し．年間の最低値とたったが，これは前述の魚群の入れ替わカ現象に

よるもので，優勢量のシラスが沿岸の18m以浅の漁場から姿を消し，資源水準の仮し1シラウオの混

獲比が見掛上高く浸ったからであろう。

－15－



茨：水試：試験報告　　昭和41三三度

第5表　シラウオの出現の頻度

月 出現比 1～ 1 1～ 2 1～ 5 1－ 4 1一、． 5 1～ ‘1～ 7 1′＿ 8 1～ 9 0．、β
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－ 1 － － － － － － 1 4　■

2　d 日 1 － － － － 1 － － －
2 4

2 7 日 1 1 1 － － － － － － － 5

2 月　 2 日 1 － ー － － － ー －
1 4 占

5 日 1 1 － 1 － － － － － 1 4

7 日 5 － － － － ー － － － － 5

1 5 日 5
－ － － 1 1 1 1 2 2 1 1

1 ‘日
－ 1 － － － ー 1 － － － 2
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　 ■
8 5

演　曳綱教108回のうち85回シラクオの漁獲があれ　25回はシラクオ

皆無であった。



渡辺徹・市村勇二・ノJ＼沼津司：冬期（1－2月）における機船船びき網の漁獲物について

2－5　二稚アユの漁獲状況と体長組成

表－4に示す上うに．稚アユが全く入らなかったのは188回申44回（41喀）．逆に全組成の

70喀以上占めたのは108回申22回（20感）であった。つまカ10回曳胸すれば椎アユは占回

混獲され．うち2垣】は7割以上混入していたことを示している。

稚アユは・秋にふ化し海に降下し卜稚仔は海で越冬し・春に川咋帰るという習性をもつ生魚である。

だから・海での越冬期にシラス曳に上ってシラスやシラウオと混獲されるということは．稚アユの

越冬場所が与れらの生活水域と重なカをもってめることを示している。

表－5と表－dで，これらの5種の生活の場の重なり具合をみると次のとお力である。

義一5から稚アユは他と混獲されないこともあるが．．その割合は84回申5匝】（8喀）であれ多

くはシラウオと漁獲される（41喀）れシラ▲ス，シラウオと漁獲される〔－47感■）。′さらに重要を

ことは，稚アユはシラクオとなら混獲されやすいが．シラスと混獲されることは極めて少なく〔5喀）

稚アユ単独で漁獲される場合上少起わにくいことであるn

義一丘でアユ，シラス，シラクオ5種がいつし上に混獲されたときの内容をさらに詳細に吟味した。

ここでもシラスと稚アユが強く結びつく資料は得られず．わずかに5種がほぼ同じ割合で漁獲された

例が1月10日に5回（全体の1／ぺ0）．シラスと稚アユがほほ簿量ずつ混った例が2回（全体のレ15）

あっただけであるq

したがって．シラスと稚アユの生活の場の重なわ具合をシラウオと稚アユの場合に比較するならば

後者の方が密接していることがわかる。このことから稚アユはシラスや1／ラウオといっしょに生活し

ているとはいえ一　シラスと椎アユとの間は互レ、に分布の中心が分離した状態にあると推定される。

しかし，漁獲の実際の場所をチェックしてみてもシラスとアユの生育場所の地理的分布が明瞭に見

出せなし1。

たとえば，1月18日午前8時一一10時50分，大洗地区・覚海下水深5－9m点を調査した4例

では．5種混合が2臥稚アユとシラス混合が1回．シラスとシラウオが4回あった。その後1月18－

日，20日に同地点を調査したが，シラス単一が占回，5種混合が5回，稚アユとシラス混合はれ

シラスとシラウオ混合は4回とレ　う結果であった。

このように，場所と時間をほほ同一条件におし1ても，得られる鮭栗は均質でたく．単純組成のこと

もあれば．複合の場合もある。それにシラスの生活している場所だからといって，稚アユが全く住ん

でレ1なし1とレ1うことではなく，こうした10m以浅の海域ではシラスとシラウオと稚アユは互にかな

りの部分が重な．り合った生活領域を保ちながら．時にはあぜ　位置置　変ええ　しいで生息し，時には地理

的（空間的）丑移動をしをがら群泳しているからであろう。

次に体長組成をみると，このころのアユは図－4に示すように一体長1．8（刑～8．5L珊の純白の体色

をしたシラス期のものと．体にうす黒い班点が発色して発育のヤゝ進んだものが含まれてレ1る。

この図から．1～2月の標本とも県南・波崎地区のアユは県中部・大洗地区あるしっは北部・久慈地

区，大津沖のもの上り5～10†恍程度大きいものを多く含んでいることがわかる。

－17－
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第4表　海産稚アユの出現比の頻度
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渡辺徹・市村勇二りJ、沼洋司：冬期（1－2月）における僚船船びき桐の漁猪物について

第5表　海産稚アユとカタクチイワシ・シラス・シラウオとの混獲関係

月　 温獲 関係
シ ラス・シ ラウオ と混篠 シラスと漁獲 シラウオ と漁獲

　 r l内托全
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第d表　カタクチイワシ・シラス・シラウオ・稚アユが同時に混獲された場合の事象例

事 象 シラス トシ ラウ ・ア　 ユ シ′ラス ・シ シ ラス ・ シ ラウオ ・ l
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渡辺徹・市村勇二・小沼洋司：冬期（1－2月）における機船船ひき漁獲物について

また，時間的・場所的にも近レ1群の間でもその組成巾やモード位置にかそ　の達し1の認められるも

のもあるn1月24・25日原研沖および2月15・20日に那珂＝l前で採集されたものたどがこの

よい例である。さらにでた1つの群として採集きれたものの中にク～5mモードが現われている。

このような群による体長のちがし1や場所によるちがし1．あるいは同→群中での発育状態のちがった

ものの混在することは．本県沿岸の海産稚7ユの生活の実態が単純でないことを示唆するもので．そ

の解明は今後にせつ以外にたいが，全体としては．この時期の稚アユは体長5CⅣ∫から4〔邪のものが主

体をなしているといえる。

2－占　イカナゴ（地方名コウナゴ）の混獲状況と体長組成

イカナゴ比1月2占日久慈地区地先で体長1．7－5．5m程度の当才魚の群が1回と．2月15日大洗

地区・那珂川河口域で平均体長11．5川ぐ21尾）．10．9Lmイ14尾1．10．8LWイ19尾）の5群

がいずれも本種単独で漁獲されただけで，漁獲回数はこの4【司にすぎず．出現頻度は極めて少をかった。

2－7　シラスの漁獲量

大洗町漁協所属の調査船の資料によって図－5を画し1た。これは調査湖間中およびその前後のシラス

曳1隻の1日の隠極量の平均値（単位努力当り漁鞄量）を示したものである。これによると．試験棟業

をはじめた42生1月中旬は約古口～110Kタであったが．下旬にはやゝ下降し．2月に入ると1D甑

一

隻

平

均

漁

獲

量

　

k

g

 

T

出
　
漁
　
隻
　
数

10　20　　30　10　　20　　30　10　　20　30　10　　20　　30　10　　20　30柑）

ト二1年12月十42年1日1－2月一十一3月→l←4月一十

第5図　しらす曳網漁業の単位漁獲努ナ1（1隻）1日当り漁毎薫（大洗町漁協資料）

以下の日が多く．ゎすかに2月下旬鱒やゝ上昇して20～d Dkク前後にたった。このように2月に入っ

て急激に単位努力当　漁撞嘉が低下したことはシラスおよびシラクオげ、項で述べたように．魚類相の入

－21－
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れかえが起ったことによって調査船がシラスのカエリを避けてシラウオの漁猫に力を注し1だことにもよ

るが．シラス自体が漁場から分散したためでもある。

hずれにせよ，この試験操業期間をその前後の時掛に比べると，単位努力当り漁猿貴は1月は12月

とほぼ同程度といえるけれども2月は年間の最底値を示し，5月以降の盛漁期の1／ウ0～1／30にすぎな

し′ゝ○

ま窄試験操業期間は調査船を指定し．その隻数は十這〔大洗の場合最高15集）であったが，その前

後の大洗地区の出癖隻数は41庄12月控10～d D隻であったのに対し．42毎4月は最高150隻

が記録されている。5月以降は慮漁期に向い．隻数が増加するのは当然としても∴終漁期に近レ、12月

払単位努力当り滑稽量が低下するにもかゝわらず大洗だけで最高占0隻がシラス曳に就業し続けていた。

これは県下でも他に例のない事実であって，1－2月がシラス曳の解禁になった場合の就業隻数を推定

する手掛りとなろうQ

3　結果の考察

5－11～2月にかけるシラスの資源水準

本県の機船船ひき絹漁業の着業統数は現在約500～占08隻と推定される（実稼働統数はその約レ2

と思われる）。そしてこの隻数は過去10ヶ年ぐらいの間に500隻程度から徐々に増加したとみられ

一万．本県の生聞シラス漁獲量は過去10カ年三でみると（表7），最高は協和59年4．555トンで

あって．これを除けば2．000トン台が54‥　57年の2回．†．000トン台が5回〔52．58．

41生）で．あとの4回（55．55，58．40年）は500－900トンである。このように若菜

統数が先々漸増傾向をたどったにもかかわらず年々の総生産量はこれと全く無関係に変動してレ1る。

これは本県に来遊するシラス資源はカタクチイワシの太州太平洋系群から生れたゾラス期稚魚のごく

一部であわ，その総体の発生量に生変化があるうえ．卵や稚魚を本県沖へ運ぶ黒潮などの海洋環境い年

変動に支配されるからである。

第7表　カタクチイワノゾラスの茨城県漁獲量

毎 漁 獲 量 （ トン ） 摘　　 要 ∠匡 漁 獲 量 （ トン 〕 摘　　 要

l　 S ク
1．5 5 5 5　7 2．ム占5

5　5 8 1 4 5　8 5 8 5 冷　 水　 害

1　 5 4
2 ．9 占7 5　9 4．5 5 5

　 5 5

l

8 9 5 4　0 7 8 2

S　d 　　 1．7 占 1

1

4 1 1．4 5 2
1
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渡辺徹・市村勇二㌧小沼洋司：冬期（1－2月）における機船船びき網の指獲物につhて

一方・図一占に示した単位努力当り漁獲量の経月変化をみると・4～‘月が約10的以上の値を示

し・ムー8月は50KP前後かそれ以下に減少して・9～11月70－80Rクに上昇し，最後の12月に

売って再度下降傾向をたどるQ図は最近5カ隼のものであるがこの傾向は毎年くわかえされているもの

である0
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第°鼠　ゾラス曳網漁業の単位漁稽努力（1隻1日）当り漁猪科の相月変化r大洗町漁協資料）

カタクシイワシには春と秋の産卵期があるが，この凶から本県沿岸に正春の発生群は4～占月に．秋の

発生群は9～11月に運ばれてくることが推察される0しかし阿仁や忠努力当り漁獲量が春は100

－20UKクであるのに秋は70～80Kタで春の約1乃か1／つしかをhLノ．帆近藤イ′59）．浅見

（／占2）・高尾（／占4）が報告していることからも・秋の発生群け春よ．り二量がずつと少をhから．

今回の試験操業で漁獲されたゾラス吾秋の発生群♂1一部と考えると，この期問い～ク月）の資源水準

は正閏の最低であるのは当然であるQそlノて1月19日のような好漁Rがあったとしてもそれは薄む九

が何か叫偶然的た薯素で一ヶ所にかたまったために起った現象であって．資源水準の高さを示すことで

はあるまいnカタクチイワノ自体のもっている生物生産の特性は将来とも変化するとは考えられたいか

ら・冬如1～2月に葺けるゾラス曳は今後とも多くを期待できか（。

また期偏中を通してノラウオ♂→漁獲がみられたが・それはソラス稚アユまたはそのどちらか－一種と混

狸の状態で採集されたものであふ。体長からみて成体に遷したノミパノラオと俗称されるものがその大部

分で・水深10m以浅の水域で操業した場合4桓＝て5回の割合で太種が漁獲きれた。しかし，その漁獲

割合はわずかであり，たとえ2月に人らてからのように高混獲率になっても漁獲竃が10Kg／隻／日程

慶に低下することからみても．ノラウオの漁獲がゾラスの漁獲低下を経済的に補えるものとは考えられ

－2　5－
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tL、．、

なお，イカナゴについてはその漁獲回数が全曳網回数の10偏以下であったことからみて，この時期

にノラスあるレ1は1／ラウオ，アユの上うそ広範囲の分布来遊のしかたはしてレ、孜しっと思われる。むしろ

那珂川河口域で単一組成で漁獲されたところから，本種は量的には少なレ1が．濃密夜単独群となって局

地に集中するといった来遊のしかたをするのではなしっだろうか。日下のところ生物学的にこの許がどこ

の系統群に入るか立証されてし、遣いが．漁獲統計の上からは仙台湾イカナゴの一部と推定される∩

5－2　海産稚アユにつ／ハて

アユは1年生魚族で産卵をまっとうして寿命が終る。上流から川下へ降って河口に近い川床佐産卵す

るのは9月末から10月の終わごろである。ふ化した稚仔は早いものは1D月，おそくとも11月以降

は海にでて稚魚時代を過ごす。海で数ヶ月間生活し．翌年の4月か5月には潮河語終る。

資料によると∴アユの湖上断は宮城県下〔北上川）で5月下旬から‘月上旬（今井．佐藤：1951）

江戸川（東京都）で4月下旬から5月中旬（林，川崎：′　47）．豊川〔愛媛県），那賀川（徳島県）

では4月上旬から4月中旬～5月下旬まで（堀田：′52）であり．本州を南から北にレ1くほつれて湖

上期はおそくたる傾向にある。

一方．本県の利根河口堰における

アユの調査結果（水資源公団．茨城

県．′　占7）では利根川の河口付近

には2月2日ころからノラスアユが

採捕されるが．セグロアユの採指は

5月5日ごろからと報告されてレ1る．

ところから仁県南部の利根川では5

月上旬ころから県中．北部の河川

鋸か川l，久慈川）では5月上旬以

降から湖上がはじまるものと推定さ

れる。

したがって，アユは今垣のの／ラス

曳試験操業時にまだ渕上期前の海産

のン／ラスアユの状態で採捕されたこ

とになる。今後の調査では全曳網数

の4割近い続酌にアユの漁獲が認めら

れたし．そのアユ有漁期の混独室は

平均50～40感の高密であった。

そこで．この混獲率をもと陀∴．1

～2月に海面で採捕しうる稚7ユの 第7図1・2月における海産稚アユ漁猛鳥数の推定
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数貴を推計すると，かエそ580万尾からス200万尾程度という値が得られる（図－7参照）のこれ

は稚アユ1尾当りの平均体重を約m5g．1日1隻当少の漁獲量を10～50鞄．有漁日数を20－

50日・出漁隻数を50～100隻．かつ有漁漁船の出漁船に対する比はも′10　と仮定して．それらの

上限のみの組合せと下限のみの組合せに上ってそれぞれに計算したものである0．．－

菊池・篠崎（19占4）が，久慈川の大宮町虞の口付近を湖上するアユの量は182万～251万尾

であると推定していることを考えると・1～2月にゾラス曳を操業させた場合軋最低でも久慈川に湖

上するアユの全数以上のものが輔獲され．最高ではその40倍近レ1美大丑の稚アユが海面でとられるこ

とになる。

前述のように．稚アユとソラスはそれぞれ別個の生活領域をもってはいるが，重夜力合う部分が多い

ので・10m以浅の漁場ではゾラスを漁獲する目的でも稚アユの漁獲は避けられなレ1。しかも2月中に

みられたように■ゾラスの漁が低下してゾラウオをねらわなければならなくたると．一層稚アユの漁獲

は多くなる。

稚アユの海面に封ける漁獲量が河川湖上皇（資源量）▲ひしっては河川漁業生産量やアユの再生産に及

ぼす影響については資料が丑山ので検討できなかった。しかし上述した上うに1－2月だけの操業を仮

定しても最低久慈川の渕上豊以上のものが減耗することを考え，さらにこの期間のゾラス．シラクオ．

イカナゴ等の資源水準がそれ篭高いもので充いことを考えるならば，アユ資源を確保する立場をとるこ

とが賢明である。

4　要　　約

（1）1～2月にゾラス曳胸漁業を解禁した場合に生物資源にいかなる影響があるか等を榛等するため，

55集の漁船に試験操業の許可を与えて巨木保全沿岸の漁獲物r標虚数108群）の種類．組成．数量

等を調査したn

（211～2月の主な漁指物はカタクチイワン‥／ラフト．こ／ラウオ．海産稚丁ユ．イカナゴの4種である。こ

●　れらは相加生活の領域が重なわあっていて単一種を選択枇採捕することはむずかLhn

（5）イカナゴは量的に僅少で・仙台湾系統許の一部が本県沿岸に来遊分布するものと思われる吋

（4）本県に1－2月分布するカタクチイワソ㌧／ラスはカメクティワゾ本州太平洋系統群（伊勢湾～三陸沿

岸）の秋の発生群の一部で．その分布畳は年間最低である。すなわちカタクチイワソゾラスの単位努力

当力漁獲量は，1月は12月とほほ同程度であるが．2月は年間最低値とたわ．5月以降の盛漁期の

1ノ々0－1／3〕にすぎをしっ。また，その年間漁獲量は本県来遊のゾラス資源に支配され稼働漁船数の多少

とは舶係がなレ101－2月には体長2～4C卯の小型魚体の純白をゾラスにカエリと称する体色が黒ずん

だ班点の現われる大型ゾラス（4～占闇）が混入しはじめ．次第にその比寒が高くなるとレう形で魚群

の交替が行なわれる。カエリは商品価値が低レ1ため漁船はこれを避けて操業する傾向が強い。

（5）1月中旬に一時カタクチイワノン／ラスが多獲されたが．その後はゾラウオ．7ユの割合が増え．2月

中旬にはほとんどカタクチイワシ／ゝ／ラスは漁獲されなくなった。これは本県沿岸生物相の入れ替えの故
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とみるべきである。

（占）1生魚であるゾラウオは本県沿岸で1～2月の間に次第に成長する体長5～7tmの群が主体をなすが

これとは別に小型ゾラカオが出現して群の交替が進行するようである。全標本曳約数からみてゾラウオ

漁獲をしが25感で．ゾラウオ漁獲あわが7占虜であった。そのうちカタクチイワシゾラス＋アユとの

混獲29感．カタクチイワゾシラスとの混獲27感．アユとの漁獲21感であった。

ゾラウオは資源水準が′」＼さいため．これをねらうと単位努力当力漁獲量は低下し．その高価格からし

ても1－2月のカタクチイワゾゾラスの低レ1漁獲高を経済的に補うことはできたレ1。

r71本県沿岸で1～2月に漁獲される海産稚アユは，体長1・8～‘．5（劇の範囲であるが主軸ま5～4【罰で

ある0全標本からみて稚アユ漁獲あかが59感であって．そのうち20射せ稚アユ7割以上漁獲を示す。

また・稚アユ単独漁獲は8虜．ゾラウオとの混獲41偏，ゾラウオ＋カタクチイワゾゾラスとの混狸

48喀であるが，カメクチイワシシラスと混猿は5廃にすぎない。つま少．海産稚アユの生活水域はゾ

ラウオのそれとは重なカが大きいが．カタクチイワシ／こ／ラスのそれとば重な少がノ」、さレ1。したがって．

商品価値の高レ＝／ラウオを選択的に漁獲しようとすれば．稚アユの混狸が多くなる。

本県では海産稚アユは2，5月頃渕河をはじめ，封そくとも4，5月頃には終る。1～2月に50－

108集のソラス曳網漁船が操業すれば5°0～ス200万尾の海産稚アユが採挿され，これは久慈川

漸河童の2～40倍に相当する。
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